
第三期柏市地球温暖化対策計画の改定について

令和５年度第１回柏市環境審議会

2023年8月31日（木）
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１ 策定スケジュール

令和4年度第1回環境審議会（R5.2.17） ・第三期柏市地球温暖化対策計画改定に向けて

・地球温暖化対策に係る社会情勢

令和5年度第1回環境審議会（R5.8.31） 本日は下記の内容を確認し、素案の作成方針を検討

本市の削減目標、課題、取組方針

令和5年度第2回環境審議会（R5.12月） 素案及び計画目標、進行管理指標の確認

・第1回環境審議会の意見を踏まえ、素案、計画目標、進行管理指標を検討・作成

令和5年度第3回環境審議会（R6.2月）

・第2回環境審議会の意見を反映して素案を修正

・パブリックコメント（R6.1月）を実施し、意見を反映

・地球温暖化対策推進本部会議（庁内）を実施し、意見を反映

計画の答申
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・計画完成

・柏市地球温暖化対策条例の改正（条例で規定する目標値の改正）
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２ 計画改定の背景と削減目標

【国】

地球温暖化対策計画の改定（2021年10月閣議決定） ＝ 削減目標を2013年度と比較し、26％から46％に引き上げ

【柏市】

 事務事業編「柏市役所ゼロカーボンアクションプラン」を策定（2023年2月）

公共施設から排出される温室効果ガスを2013年度と比較して51％以上削減

 区域施策編（本審議会でご審議いただきたいもの）

市域から排出される温室効果ガスの削減目標の設定

具体的な取組の検討



 2021年10月に改定された地球温暖化対策計画では、「2030年度までに温室効果ガスを2013年度から46％削減する」ことが国の目標
となった。

 本市の現行計画の削減目標は「2030年度までに温室効果ガスを2013年度から24%削減」となっており、国内外の動向を踏まえると46%
削減に近い、より高い目標の設定が必要となっている。

 本市では2050年カーボンニュートラルに向け、2022年2月に「ゼロカーボンシティ宣言」、2023年2月には事務事業編にあたる「柏市役
所ゼロカーボンアクションプラン」を策定し、公共施設から排出される温室効果ガスを2013年度から51％以上削減することを掲げた。

２ 計画改定の背景と削減目標

（１）温室効果ガス排出量の削減目標

国の2030年度目標の内訳（ガス及び部門別）

4

柏市の現行計画における2030年度目標の内訳（部門別）

基準年度

排出量

目標年度

排出量
従来目標

部門 2013年度 2030年度 削減率

産業部門 708 662 ▲ 6.53%

業務部門・その他 646 420 ▲ 34.98%

家庭部門 614 400 ▲ 34.85%

運輸部門 431 350 ▲ 18.79%

廃棄物部門 56 54 ▲ 3.57%

CO2削減合計 2,455 1,886 ▲ 23.19%

(単位：千t-CO2)
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２ 計画改定の背景と削減目標

（２）他の自治体の削減目標
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千葉県地球温暖化対策実行計画

 千葉県は臨海部に製造業が集積しているという地域特性
を踏まえて、比較的に抑制的な目標を設定（40%）

 県内他市も、千葉市（36%）など抑制的な目標を設定して
いる自治体もある。

柏市としては、より挑戦的な数字を掲げること
を目指して、国と同じ46%削減としたい。

※Business As Usualの略。現況のまま削減対策を講じなかった場合のことを意味する。

※



 令和2（2020）年度時点では、平成25
（2013）年度から18.4%削減している。

３ 柏市の排出量の動向

（１）温室効果ガス排出量の動向

削減目標を24%から本市が目指す46%まで引き上げる場合、温室効果ガス排出量の削減に向
けた更なる施策を実施する必要がある。
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※基準年度の排出量等は、最新の手法
により推計し直したことにより、現行計画
の2,455千ｔから2,441千ｔに修正
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３ 柏市の排出量の動向

（２）温室効果ガス排出量の構成比

現行目標である24%削減から、より高い目標を達
成するためには、特に排出割合が多い、業務部
門や家庭部門から削減する必要がある。また、
運輸部門においても千葉県と比較して排出量の
割合が多いため対策を講じる必要がある。
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柏市と千葉県と全国の二酸化炭素排出量の部門別構成比（2018年）
・本市の排出量を千葉県と比較すると産業部門
の割合が低く、業務、家庭、運輸、廃棄物部門
の割合が高い。

・本市の排出量を全国と比較すると産業、運輸、
廃棄物部門の割合が低く、業務、家庭部門の
割合が高い。

※千葉県と全国の数値はエネルギー転換部門等の本市で推計対象部門となって
いない排出量を除いた数値となっています。
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４ 柏市の地域特性と課題

・厳冬等の影響がある2017年などの例外もあるが、全体としては温室効果ガス排出量は減少傾向にある。

・エネルギー種別では電力が全体の６～７割を占め、減少傾向にあるものの、その他種別では概ね横ばいとなっている。

・世帯数は増加傾向にあるにも関わらず、１世帯当たりの排出量は減少傾向にある。

⇒更なる削減を進めるため、省エネ行動を促進するとともに、太陽光発電設備等の再エネ設備やZEH※の普及など、
ハード面における対策が必要である。

（１）温室効果ガス排出量の動向家庭部門

エネルギー種別温室効果ガス排出量 世帯数と1世帯当たり温室効果ガス排出量

8※Net Zero Energy Houseの略。外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システムの導入により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、
再生可能エネルギーを導入することにより、年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロとすることを目指した住宅のこと。



４ 柏市の地域特性と課題

・業務床面積は増加傾向にあるが、面積当たりの排出量は減少傾向にある。

・エネルギー種別では電力が全体の約７割を占めており、その他種別も含め、概ね横ばいの状態が続いている。

⇒減少傾向にあるものの、2020年度以降は感染症拡大によるテレワーク等により、業務でのエネル
ギー利用が控えられた影響も考えられるため、ＬＥＤ照明や高効率空調をはじめとした省エネ設備の導
入など、更なる排出抑制の取組が必要である。

（１）温室効果ガス排出量の動向業務部門

エネルギー種別温室効果ガス排出量 業務床面積
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４ 柏市の地域特性と課題

・自動車保有台数が増加傾向であり、それに伴い運輸部門における排出量も増加（微増）傾向である。

⇒電気自動車の普及といったハード対策とともに、自動車に頼らないライフスタイルや再配達の抑制
といった行動変容を促すなど、排出量の減少に向けた取組が必要である。

（１）温室効果ガス排出量の動向運輸部門

車種別温室効果ガス排出量
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４ 柏市の地域特性と課題

（２）再生可能エネルギーの導入の現状
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柏市の太陽光発電の導入量（FIT・FIP制度の導入容量）

出典：再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法 情報公表用ウェブサイト

・太陽光発電の導入量は経年と共に増加傾向にある。

・戸建てに占める太陽光発電設備の設置割合は2013年度からの5年間で増加しているが、現状としては10%にも達していない。

⇒太陽光発電設備の導入を更に進めていく必要がある。

一戸建て住宅における太陽光発電機器の導入状況

出典：住宅・土地統計調査

一戸建て(持ち家)

総数(戸)
太陽光発電機器

あり(戸)
割合(%)

柏市
2013年度 82,620 3,830 4.6%

2018年度 98,170 6,210 6.3%

松戸市 2018年度 89,520 5,140 5.7%

船橋市 2018年度 110,030 6,040 5.5%

千葉市 2018年度 153,400 9,200 6.0%
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５ 柏市のこれまでの取組（主な補助制度等）

補助制度

 柏市ゼロカーボンシティ促進総合補
助制度の実施

① 家庭向け補助

エコ窓改修、エネファーム、蓄電池、電気自動車、
プラグインハイブリッド自動車、Ｖ２Ｈ充放電設備、
集合住宅用充電設備の設置補助

② 事業所の脱炭素化に係る補助

柏市環境保全協議会員向けに既存照明のLED化、
高効率空調の設置、太陽光発電設備の設置、電気
自動車の導入、V2H充放電設備の設置補助

③ EV輸送車両等の導入に係る補助

市内事業者向けにEV配達トラック、EV配達バイク、
EVバスの導入に係る費用の補助

その他

 温暖化対策のための国民運動
「クールチョイス」の推進
低公害車や省エネ家電買い替え等の普及
啓発イベントの実施

 太陽光等共同購入支援事業
「千葉県みんなのおうちに太陽光」の周知

 ごみ減量の取り組み
３R活動の推進
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６ 新たな取組の検討

家庭部門

 高効率家電の設置促進
省エネ効果の周知

 太陽光発電設備の設置促進
補助制度の検討
新築住宅への義務付け制度の研究

 ＺＥＨの普及
補助制度の検討
 ZEH制度の周知

 再エネ由来の電力の普及
再エネ電力の共同購入事業の検討

 日常生活における行動変容の促進
 「デコ活」の推進
 「ゼロカーボンアクション30」の推進

 事業所における再エネ・省エネ設備の
設置促進
補助制度の検討
（太陽光発電設備、ＬＥＤ照明、高効率空調な
ど）
省エネ診断の普及

 ZEB※の普及
補助制度の検討
 ZEB制度の周知

 再エネ由来の電力の普及
再エネ電力の共同購入事業の検討

 日常生活における行動変容の促進
 「デコ活」の推進
 「ゼロカーボンアクション30」の推進

業務部門

※Net Zero Energy Buildingの略。先進的な建築設計によるエネルギー負荷の抑制やパッシブ技術の採用による自然エネルギーの積極的な活用、高効率な設備システムの導入等

により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギー化を実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、エネルギー自立度を極力高め、年間の一次エネルギー消費
量の収支をゼロとすることを目指した建築物のこと。
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６ 新たな取組の検討

運輸部門

 電気自動車の普及
補助制度の検討

充電設備の設置促進

 輸送における温室効果ガス排出量
の抑制
宅配ボックスの設置促進

公共交通機関の利用促進

カーシェアリングの推進

その他

 自治体新電力会社の検討
公共施設への電力供給
家庭向けPPA※

 啓発イベントの実施

 環境学習の推進
小中学校との連携

 森林吸収源対策の推進
緑地や農地の保全

 農地におけるソーラーシェアリングの
普及

 ごみの減量化・リサイクルの推進
プラスチック・スマート宣言
フードドライブの推進

※Power Purchase Agreement（電力購入契約）の略。事業者が需要家の屋根や

敷地に太陽光発電システムなどを無償で設置・運用して、発電した電気は設置し
た事業者から需要家が購入し、その使用料を支払う仕組みのこと。
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参考「デコ活」

出典：環境省ホームページ
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参考「ゼロカーボンアクション３０」

出典：環境省ホームページ


